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１ 松ヶ岡保存活用検討委員会設置の経過 

 

(1) 市による「松ヶ岡」の取得 

「松ヶ岡」は、江戸末期に掛川藩の御用商人山崎家の住宅として建てられ、明治 11

年の明治天皇巡幸の際に行在所（あんざいしょ）となったことから、戦前には文部大臣

指定史跡となっていた。 

建物や庭園は当時のままよく残されていることから、文化財的価値が高いことが予想

されていたが、宗教法人の施設として使われていたため一般には公開されず、詳細は不

明であった。 

その後、所有者が土地を売却し、建物の取り壊しを計画したところ、多くの市民が保

存に向けての要望を、市に申し入れた。 

この松ヶ岡の建物は、これまで詳細調査が行われておらず、文化財的評価が定まらな

い状況で消滅することを避けるため取得した。 

 

(2) 委員会の設置 

市では平成 25 年度に、山崎家が行った地域振興に関係する団体や、保存要望を提出

した団体等の代表者で構成する「松ヶ岡保存活用検討委員会」を設置し、文化財として

の価値を損なうことなく松ヶ岡が保存され、その利活用が恒常的、安定的に運営され、

市民の多くが松ヶ岡の歴史や山崎千三郎氏や覚次郎氏の功績を知り、地元を誇りに思う

ことを目的とし、行政に頼らない市民協働による保存活用体制を構築するための検討を

行うこととなった。 

なお、建物及び庭園等の建造物文化財調査については、平成 25 年度事業として掛

川市から東京藝術大学 大学院 美術研究科 文化財保存学専攻 保存修復 建造

物研究室に委託して実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 



２ 松ヶ岡保存活用検討委員会設置要綱及び委員名簿 

 

◎松ヶ岡保存活用検討委員会 要綱 

（目的） 

第１条 文化財としての価値を損なうことなく松ヶ岡が保存され、その利活用が恒常的、安定的
に運営され､市民の多くが松ヶ岡の歴史や山崎千三郎氏や覚次郎氏の功績を知り､地元を誇りに
思うことを目指し､行政に頼らない市民協働による保存活用体制を構築することを目的とする。 
 

（名称） 

第２条 本委員会は、松ヶ岡保存活用検討委員会（以下「検討委員会」という。）と称する。 

 

（事業内容） 
第３条 検討委員会は、松ヶ岡の保存及び活用並びに今後の運営に関わる事業の推進を図り、松
ヶ岡に関する諸事項について協議、検討することとする。 
 

（委員構成） 

第４条 検討委員会は、本事業の目的を達成するため、松ヶ岡が歩んできた経緯や歴史を十分に
認識し、金融、茶産業、葛布産業、松ヶ岡保存活動に関わった団体、その他地域振興に関わる
方々の代表者から構成する。 
 

（役員） 

第５条 検討委員会には、委員長１名、副委員長１名を置き、委員長は市長の指名により、副委
員長は委員長の指名により選出する。 

２ 委員長が欠けた時、または事故ある時は、副委員長が委員長の職務を代行する。 
 

（会議） 

第６条 検討委員会は、委員長が招集する。 
２ 会議の議長は、委員長がこれにあたる。 

 

（部会） 

第７条 検討委員会には「保存」、「活用」、「経営」の各部会を置き、それぞれの専門的項目を調
査・研究し、検討委員会に結果を報告する。 

２ 部会長は、委員長の指名により選出する。 
 

（活動期間） 

第８条 検討委員会の協議・検討期間は、平成 25 年 6 月から平成 27 年 3 月 31 日までとする。 

 

（委員の任期） 

第９条 委員の任期は、２年とする。 
２ 委員に欠員が生じたときの補充委員の任期は、前委員の残任期間とする。 

 

（事務局） 

第 10 条 検討委員会の事務局は、掛川市教育委員会社会教育課内に置く。 

 

（その他） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が検討委員会に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成 25 年 6 月 29 日から施行する。 

改正 平成 26 年 3 月 22 日 改正する。 
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◎松ヶ岡 保存活用検討委員会 名簿 
 

○委員                          （敬称略・順不同） 

氏 名 組   織 備 考 

柳澤 伯夫 城西国際大学 学長 委員長 

大石 與志登 掛川市議会 議長 経営部会 

山本 裕三 〃   地元選出議員 活用部会 

山本 隆 地元十王区長 活用部会 

松下 正寿 Ｈ26.6月まで 
静岡銀行 掛川支店長 経営部会 

久野 託司 Ｈ26.7月から 

宮川 正夫 大日本報徳社 活用部会長 

萩原 弘悦 掛川商工会議所 経営部会 

長谷川 浩紀 掛川市農業協同組合 経営部会 

川出 英通 掛川葛布組合 経営部会 

青木 裕二 Ｈ25.12月まで 
掛川青年会議所 活用部会 

野中 久彰 Ｈ26.1月から 

水野 薫 大井川用水右岸土地改良区 保存部会 

長谷川 秀男 ゼロの会 副委員長・経営部会長 

藤原 龍美 掛川建築文化研究会 保存部会長 

榛村 惠夫 地方史研究会 保存部会 

桑原 百合子 観光ボランティアガイド猫の手の会 保存部会 

清水 國雄 NPO法人 時ノ寿の森クラブ 活用部会 

山本 和子 NPO法人 掛川の現代美術研究会 保存部会 

小澤 吉造 松ヶ岡を愛する会 活用部会 

山崎 昌彌 学識者 保存部会 

 

○顧問 

榛村 純一 大日本報徳社 社長  

鷲山 恭彦 奈良教育大学 理事・元 東京学芸大学長  

 

○スペシャル・サポーター 

伊東 四朗 郷土ゆかりの著名人  

 

○事務局   ・社会教育課  ・企画調整課  ・商工観光課 
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３ 検討経過と内容 

 

◎平成 25 年度 

 

○検討委員会 準備会……５月２５日（土）9：30～11：40 

・常葉大学 造形学部 土屋 和男 准教授による講義と見学 

演題『旧山崎家住宅（松ヶ岡）の建築について』 

・保存活用等について意見交換 

・組織について 

検討委員会メンバー全員了承。「保存」「活用」「経営」の３つの部会を組織し、

それぞれの課題を検討、それを受け全体の委員会で考えていく方法に決定。 

 
 

○第１回 検討委員会……６月２９日（土）9：30～12：40   

・検討委員会について 

設置要綱、委員委嘱、正副委員長選出、部会組織の編成、委員会スケジュール等が了

承される。 

事例報告として DVD放映 「日本の近代建築の夜明け ～旧岩崎邸庭園～」 

 
 

○部会の開催 

経営部会 活用部会 保存部会 

 

6月 29日（土）11:50～ 

・顔合わせ及び今後の方

針を確認。 

 

6月 29日（土）11:50～ 

・顔合わせ及び現時点で考

えられる活用方法を検

討していくことを確認。 

 

6月 29日（土）11:50～ 

・顔合わせ。芸大調査の

結果が大きく左右され

るため、調査を見学す

ることに決定。 

7月 18日（木）13:30～ 

・竹の丸、報徳社を見学。 

・委員から多くの活用案が

出た。 

 

7月 18日（木）16:00～ 

・整備（修復）が必要と

なる点、修復費用の課

題があがる。 

・大きな功績を広く日本

国民へ、後世に伝える

価値がある。付近の歴

史的建築物とともに、

顕彰事業として物語を

語る、とした。 

8月 8日（木）13:30～ 

・多くの活用案を図式にま

とめ、次回の委員会に提

出することで決定した。 
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○第２回 検討委員会……９月１４日（土）9：30～12：10   

・東京藝術大学 大学院 小林 直弘先生による文化財調査の中間報告 

棟札の「棟札」の文字は珍しく、普通は「上棟」や「まじないの文字」を書く。 

行在所聖蹟図では、長屋門の居室の位置、式台玄関の位置、座敷や背面（北面）のこ

しらえなど、実際と違っている。今後の調査で検討する。 

台所（土間）も復元的な根拠を見ることができる。 

黒田家住宅（菊川市）と類似している。→中央に柱を多くし耐震強度を高めている。 

風呂や便所棟及び二階屋については、明治 10 年代のモダンなデザイン（意匠）の建

具等を使っており、南洋材がない。これは明治中頃の高級材で、それ以前の建物であ

る。評価として、明治 11 年頃のものと考えられ、巧みな平面構成、良質なヒノキ材

の使用と大型取り付け鏡の調度である。２階は後世の改築修理である。今後の整備と

して、軸部や小屋組は良好で、ほぼ健全な状態である。 

長屋門では、筋交いが似ているので、主屋と同時期の建築と思われる。修理や整備に

ついては、全体的に歪みが出ているので、屋根や壁は早めの修理が必要。 

中門は、主屋と同時に建築されたと思われる。 

・部会長の活動報告 

 ・今後の検討について 

重文指定を前提で考え、『市民の熱意の表現』『理念』について検討。今までに

ない文化財を目指すこととなる。 

 

 

○第３回 検討委員会……１０月２０日（日）9：30～11：20 

・文化財指定について 

活用が縛られないよう指定を目指す。 

・今後の委員会について 

今年度は中間報告を出すまでとする。 

・・・今年度の中間報告を、来年度に繋げていく。 

・ＰＲについて 

市民の認知度を高める必要があるため、アピールの方法を模索することとなった。 

 
 

○第４回 検討委員会……１２月２１日（土）9：30～11：40 

 ・大日本報徳社建造物群修復事業の修復計画等の報告。 

 ・松ヶ岡の理念、方針、活動内容の検討。 

方針は、５分類ではなく、人材育成や教育に重点をおき、一つにまとめる意見も出た。 

   これらの意見を踏まえて、さらにブラッシュアップし、次回委員会でさらに検討を加

えることとなる。 

 ・講演『掛川銀行について』 講師：関 七郎 氏（掛川地方史研究会） 

掛川銀行の始まりは松ヶ岡で、その後は連雀町の 543番地に本店が落成した。ここは

現在の、大手門南方の掛信交差点付近と思われる。自己所有資料を説明。全員に回覧。 
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○第５回 検討委員会……２月８日（土）9：30～12：00 

・本委員会の役割について 

全員同じ方向を向いて議論する必要から本議題を掲げ、まず文化財として保存する方

向を示し、手続きを踏んで進めることとした。 

今回の中間報告は文化財としての方針を示し「松ヶ岡を、文化財的に保存し、活用

していくように考え」、今後の活用については、「どの規模で考えるのかの基礎と

して、専門家に修復や保存管理計画等の積算依頼をするが、その費用について寄附

を募ろうとすると、きちんと整理しなければならないので、それを考えて報告する

こととする」ということになった。 

・中間報告について 

①保存活用について 

②報告書の体裁について 

前回の基本理念はキャッチフレーズなので、理念と方針と活動が連動するよう考慮し

た新たな事務局案を提示。キャッチフレーズでも言葉としてはインパクトがあるか

ら、順番を変え、それを説明する言葉として、事務局案の文言にするとした。 

“農の報徳社”については、そういう観点からアプローチしたという意味で、掛川の

文化が士農工商できちっと踏まえた文化だったということの、ひとつの鼎の足だとい

う位置付けとする。 

   市内の子どもたちにわかるような、やさしい言葉の文章と、寄付集めのために配るチ

ラシを、年度末までに２つ用意し、ＰＲツールとして作ることとなった。 

   資金調達は、修復と管理運営に分けて考える。修復については寄附を集める。維持、

管理運営に、寄附は募れない。活用方法によって運営資金を得る。寄付者のメリッ

トがないと、寄附も募れないので、寄付しやすい環境にする必要がある。 

   今後、部会で議論していくこととなった。 

 

○部会の開催 

経営部会 活用部会 保存部会 

 

3月 5日（水）14:00～ 

・中間報告の内容を確認。 

・具体的な活動内容を検討。 

 

3月 13日（木）13:30～ 

・中間報告の内容を確認。 

・具体的な活動内容を検討。 

 

3月 10日（月）15:00～ 

・中間報告の内容を確認。 

・具体的な活動内容を検討。 

 

 

○第６回 検討委員会……３月２２日（土）9：30～ 

・中間報告書の提出 

－中間報告書を市長に手渡す－ 

・「寄附集めのために配るチラシ」について 

すぐに活動を起こすために説明する資料が必要である。子どもにもわかるような優しい 
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言葉のチラシは、ＰＲ用として活用部会で作る。これに、「以善堂」の教えを盛り込

む。当委員会の了承を得たものとして取り扱う。 

・その他 

扁額「以善堂」について、山崎委員から別紙資料に従い、説明。 

「以善堂」とは４代目万右衛門で、当時は西町にいたので、今のこの建物のこととは違

う。西町でも大きな屋敷地の中で、使用人部屋や茶室や書斎など、たくさん建物があっ

たはずで、この額の大きさから考えると、書斎などの小さな座敷に掲げてあったのでは

ないか。また、明治天皇ご巡幸の時には、これを掲げていない。 

松ヶ岡研究グループの小澤委員が、別紙資料で勉強会の研究成果を発表。 

山崎家４代目晨園の掛川偕楽園に関することを調べている。蔵から水戸偕楽園の石碑

拓本の掛軸を発見した。（実物を披露）誇りを持ってもらいたい。 

川坂屋の茶室の床柱と水戸の茶室の床柱は上下の関係であり、焼けてしまったが、何ら

か繋がりがあるのではないかと考えている。同じく、弘道館にも扁額があって「至善堂」

とあるが、今後も、研究を進めていく。 

・委員の留任について 

このメンバーのままで、平成 26 年度も引き続き議論していくことで決定する。要綱を

変更することが了承される。 

 

 

◎平成 26 年度 

 

○第７回 検討委員会……５月１８日（日）9：30～ 

 ・東京藝術大学建造物調査の概要を事務局から説明。 

  松ヶ岡建物の価値が高いというのが、藝大の調査で評価されたので、当時の姿に復元す

る、建物が最初につくられた当時のものに復元して、さらにもう一生生きてもらうこと

となった。 

 ・寄附集めのための『趣意書』について 

寄附を集めるにあたって、一枚で完結したチラシと趣意書の２枚一組で配布し、体裁等

は今後も検討するが、記述は正確にすることとなった。また、掛川銀行を復元すること

とし、寄附金募集の欄に復元も併記することとなった。この寄附金の募集については、

公的補助金も模索し、それ以外の額については、民間の寄附金を皆で集めることとなる。 

・今後の具体的な活動内容について 

具体的な活動内容を各部会にて検討する。寄附を集める専門部会について、新たな部会

を組織する。経営部会に金融等に精通した人材を追加し、より実践的な募金活動をする

こととなった。 

・先進的な事例の研修先について 

北名古屋市の旧加藤家住宅と歴史民俗資料館が視察先に決定した。 
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○部会の開催 

６月２２日（日）10:00～  柳澤委員長と３部会長と打合せ 

７月 ２日（水）10:00～  ３部会長 会議 

 

・３部会長と事務局の協議 

７月 ９日（水）   9:00～宮川活用部会長と打合せ 

16：00～藤原保存部会長と打合せ 

７月１０日（木）10：00～長谷川経営部会長と打合せ 

 

経営部会 活用部会 保存部会 

 

7月２４日（木）15：00～ 

・具体的な活動内容を検討。 

 

7月１６日（水）9:30～ 

・具体的な活動内容を検討。 

 

8月１日（金）9:30～ 

・具体的な活動内容を検討。 

 

7月１６日（水）15：00～ 

・具体的な活動内容を検討。 

 

 

○第８回 検討委員会 兼 先進地視察研修……８月１９日（火）9：00～17：00 

  ・愛知県北名古屋市 

 歴史民俗資料館（昭和日常博物館）及び 

旧加藤家住宅（回想法センター併設）の視察研修 

  ・車中にて最終報告を確認する。 

 

 

○第９回 検討委員会……９月２０日（土）9：30～ 

 ・募金活動について 

 ・趣意書と解説書の内容について 

 ・報告書の最終確認について 

 

 

 

○第１０回 検討委員会……１０月５日（日）9：30～ 

 ・報告書の最終確認。 

 ・報告書を市長に提出。 
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４ 保存活用検討結果 

 

検討委員会では、「将来、松ヶ岡をどうしたいのか？」ということから議論を始め、委員

から「文化財として残し、後世に伝える。」、「郷土の偉人として顕彰し、これからの偉人を

育てる。」といった意見が出され、それをもとに基本となる理念と基本方針、そして具体的

な活動内容を掲げる。 

 

(1) 基本理念 

今後の松ヶ岡を保存活用していくための基本理念と、それに向け関係者が取り組むべき

活動の基本方針を以下のとおりに掲げる。 

 

 
【基本理念】 
 
「以善堂（いぜんどう）」 
  善い行いをする人が集まり、善い行いをする人を育てる所 
   
  “士”の掛川城、“農”の報徳社、“町人”の松ヶ岡 

 
このキャッチフレーズのもとに、 
 
・市民が集い、協働の力により、文化の拠点をつくる。 
・ふるさと掛川の文化財を大切にし、後世に伝える。 
・「松ヶ岡」の歴史や偉人に学び、未来を担う子どもを育てる。 
 

 

《解説》 

“以善堂”とは、山崎家 第四代当主 万右衛門の号で、晨園とも号した。名を旭と言い、掛

川藩御用達となり名字帯刀を許され、藩政に参画した。また、掛川藩校教授 松崎慊堂(まつ

ざきこうどう)と師弟・交遊関係があり、花鳥風月に造詣が深かった。 

こうした松ヶ岡はどういう存在なのかを省みたとき、武家文化の掛川城に対して、松ヶ岡

は明治以降、近代化していく中での掛川の町人文化の頂点ではないか。それまではお城を中

心とした武家文化の時代であり、明治以降、市民が富を得て実権を握っていく。その象徴が

松ヶ岡である。また、“農の報徳社”については、そういう観点からアプローチしたという

意味で、掛川の文化が士農工商できちっと踏まえた文化だったということの、ひとつの鼎の

足だという位置付けである。 
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 (2) 活動方針 

基本理念を実現するため、松ヶ岡の保存活用に関わる活動の方針を、以下のように定める。 

【基本方針】 

 １ 「松ヶ岡」を市民協働により、文化的な拠点として経営を図る。 

 ２ 「松ヶ岡」の歴史的建造物や庭園を文化財として後世に残す。 

 ３ 「松ヶ岡」に残る歴史的意義を後世に残す。 

 ４ 「松ヶ岡」に関わる郷土の偉人を顕彰する。 

５ 「松ヶ岡」の歴史や人物等を媒介にして人材を育成する。 

 

 

 

 (3) 具体的な活動内容 

 松ヶ岡保存活用検討委員会では、５つの基本方針について、３つの部会に分かれて検討

してきた。各部会では、それぞれの項目についての検討を重ね、これらの基本方針を具現

化するため、具体的な活動内容・スケジュール等を定めた。 

 

 

 〔基本方針の１〕は、経営に関わる分野で、松ヶ岡の建物や庭等の修復と、掛川銀行の復

元、さらには今後の修復計画や管理･運営計画を策定していくことを提案する。また、こう

した様々な事業にかかる費用について、寄附などの募金活動により確保することとする。こ

れには、全国の金融機関などや、松ヶ岡の歴史に関係する人々、団体を中心に呼びかけて寄

附を得ていく。修復、復元後においては、松ヶ岡での活動により、管理運営費など運営資金

を確保する。こうした活動の母体には、当面は募金活動を中心とした活動推進のプロジェク

トを組織し活動していく。 

 

〔基本方針の２〕は、文化財としての保存整備活動分野を、修復・復元プロジェクトとし

て位置付け、まずは文化財指定に対応できる修復工事を実施する。この修復工事にあたって

は、①整備基本計画を策定するため、早急に建造物の専門家や検討委員会の代表者による整

備委員会を設置する。②修復工事の実施にあたっては、①の整備委員会が継続的に運営して

いく。 

また、文化財指定に関しては、早期に市の文化財指定を行い、修復工事を進める。完成後

においては、県指定文化財、さらには重要文化財の指定を目指す。 
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〔基本方針の３〕は歴史の分野で歴史・顕彰プロジェクトとして、山崎家の古文書調査及

び山崎家関係の古文書所在調査を行うとともに、資料収集と研究を行う。 

 また、山崎家文書から松ヶ岡の価値をさらに深めるために、大学の史学研究室などの専門

機関で研究をしてもらい、学術的な評価を得る。例えば、「武家社会における町人文化の台

頭(町人文化の象徴松ヶ岡）」や「報徳運動と松ヶ岡」、「掛川銀行と掛川信用金庫から見

た日本の銀行･金融の研究」などをテーマにして研究活動を進める。さらには、大井川疎水

計画の検証と評価、明治天皇行在所としての歴史的評価も併せて実施する。 

 

〔基本方針の４〕の顕彰においては、３の学術的調査結果を踏まえて市民活動により、山

崎家を中心に偉人の洗い出しとその功績を整理し、定期的に発表を行い、広く周知公開をし

ていく。また、歴史・顕彰プロジェクトによる活動結果を周知させることや、成人向け「松

ヶ岡講座」の開設や、千三郎氏など「松ヶ岡」で地域に貢献した偉人、覚次郎氏など「松ヶ

岡」から出た偉人を顕彰する。さらには、活動の中で得た多くの各種資料を展示する。 

 

〔基本方針の５〕は、人づくり育成・活用プロジェクトとして、市内小中校長会や教員研

修を「松ヶ岡」で開催するなどして、市内小中学校を中心にして積極的に松ヶ岡を利用する

ように働きかけを行う。例えば、総合学習担当教師向けの「松ヶ岡講座」を開設し、市内全

３１校へ総合学習での松ヶ岡見学を呼びかける。 

また、松ヶ岡に関係する掛川銀行を復元し、建築・造園・哲学・芸術・歴史・金融学・経

営学等々の研究やセミナーハウスとして機能させる。そして、将来の人材育成プロジェクト

を推進していく。これには、大学教授陣ばかりでなく各界著名人による講師を揃え、学習所

や合宿所として活用運営を行う。 

松ヶ岡の主屋、離れ等は歴史、顕彰を目的としつつ、文化財の見学や迎賓館的な活用を図

り、市民が多く集まる場所や、交流する場所としての施設を目指し、復元した掛川銀行にお

いては、喫茶・食事処・土産物販売・研修場所・部屋貸し・シンポジウム会場・劇場・映画

館・俳句、短歌、漢詩の講座会場・碁、将棋の会場・セミナー（金融・起業・英語等）の会

場など、運営資金を得るための様々な形での活用を図る。さらに、掛川城、大日本報徳社等、

周辺の歴史、観光施設と連携した活用も行っていき、修復後の松ヶ岡建物や庭の維持管理費

を充分に賄えるよう、計画的な事業運営を図る。 

 

 

こうした活動の実施にあたっては、松ヶ岡保存活用検討委員会から発展、移行させる「松

ヶ岡プロジェクト推進委員会」が担い、まずは修復へ向け募金活動を実施していく。そのた

め、強力な人材を確保して専門部会を松ヶ岡プロジェクト推進委員会内に組織し、「趣意書」

と「解説書（背景と構想）」により寄附活動を実施する。 
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また、寄附活動を側面から援護する修復・復元プロジェクト、歴史・顕彰プロジェクト、

人づくり育成・活用プロジェクトを松ヶ岡プロジェクト推進委員会の中に位置付けて実施す

る。 

 

なお、この検討結果を取りまとめた基本計画を、別表のとおりとし、今後の活動体制につ

いては別図を提案する。 

 

 

松ヶ岡保存活用検討委員会では、文化財的価値が高い「松ヶ岡」を後世まで永く保存して

いくこととし、そのために修復の整備委員会の指導を受け、修復工事等を実施するとともに、

「松ヶ岡」から輩出された郷土の偉人を顕彰するための様々な事業を展開し、併せて掛川銀

行の復元を行うことを提案する。その後の利活用・運営については、行政に頼らない市民協

働による管理運営を目指し、主屋、離れ等での文化財の公開と復元施設での各種イベント等

を行い、掛川城や大日本報徳社周辺施設との連携を図って活用する。こうした事業費の確保

については、松ヶ岡プロジェクト推進委員会による寄附金によって賄い、独立した経営を図

っていく。 

 

以上、松ヶ岡保存活用検討委員会において、検討した結果を報告書としてまとめ、市に提

言する。 
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別図 

 

〔今後の活動体制〕（例） 
 

【～平成３０年度まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

 

【平成３１年度から】 
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松ヶ岡 

プロジェクト推進委員会 
委員長＝柳澤伯夫 

募金活動プロジェクト 

修復・復元プロジェクト 

整備委員会 

歴史・顕彰プロジェクト 

 

（松ヶ岡運営母体） 

浄財 

募金活動部 

維持管理部 

歴史・顕彰研究部 

人づくり育成・活用部 

人づくり育成・活用プロジェクト 



５ おわりに 

 

 昨年 5 月の準備会から始まり、翌月の 6 月に発足した当委員会は、1 年 3 カ月にわたった審

議を経て「最終報告書」を取りまとめ、これを市長に提出することをもってここに終了するこ

とになりました。これまで審議を進めるに当たっては、委員会のメンバーの皆さん、講師の

方々、市当局の皆さんにご精励ご協力をいただきました。心からの敬意と感謝を表します。 

 

振り返りますと、当委員会での審議は、委員や講師の皆さんの発言や提供された資料から

学ぶところが極めて多く、あたかも歴史の勉強会のようでありました。その様子を尐しでも

市民の皆さんにも知っていいただきたく、思い出すままに次にいくつかの発言などの例を挙

げておきたいと思います。 

 

○ 「松ヶ岡」には建物と庭園が建設当時のままに残っており、他の文化財と比べても保存

すべき「文化財」であることは明らかである。国に「重要文化財」の指定を働きかけるべ

きである。 

○ この種の施設が市民に真に親しまれるためには、文化財というだけでなく、施設に「思

想」が必要である。 

○ 「松ヶ岡」は江戸末期における町人の抬頭の象徴と見ることができる。「松ヶ岡」を整

備することによって、掛川市は士農工商のそれぞれについて象徴的な遺産（「士」の掛川

城、「農」の報徳社）をもつこととなり、全国的にも貴重な街となる。 

○ 「掛川銀行」は、資本金の規模から見て、静岡、浜松に設立された国立銀行をはるかに

凌ぎ、当時の掛川の先人たちの経済力と産業近代化への熱の高さを示すものとして、誇る

べきものであった。 

○ 山崎覚次郎博士は日本における「貨幣論、銀行論」の先駆者であり、掛川銀行と一体的

に考えれば、「松ヶ岡」は近代産業金融の「ゆりかご」と見ることができる。 

○ 「松ヶ岡」に掲げられている扁額「以善堂」や柱聯「聖人之道」は、山崎家が高い倫理

性をもつ町人（事業家）であったことを示すものである。明治天皇の行在所になるのはそ

れゆえであったと思われる。 

○ 掛川藩は藩校を「教養館」と呼んだことがあるが、これはわが国で「教養」という言葉

が使われた最初であった（ロバート・キャンベル東大教授による）。 

○ 山崎家では新知川の上流の久保沢の地に「偕楽園」と呼ぶ庭園を造ったが、水戸にも同

名の庭園が造られた。背景には水戸徳川氏と掛川藩との親密な関係があったと思われる。 

 

このように、当委員会では多くの委員がいろいろな視点から「松ヶ岡がいかに掛川市の誇

るべき文化財であるか」を熱く語り合いました。そして審議の結果当委員会では、「松ヶ岡」

については必要な修復工事を施すこととし、「掛川銀行」についてもできる限り「松ヶ岡」

との一体感を保ちながら復元することにより、将来世代の市民が先人の気概を承継する拠り

所とすべきであるとの結論に至ったところです。 

 

 

－１６－ 



 

言うまでもなく修復・復元の事業を実施するためには、尐なからぬ費用が必要となります。

そしてそのための資金については、「松ヶ岡」の取得の経緯から市の一般財源からの支出に

期待することはできません。 

しかし幸いにして、国（国土交通省）では平成 22 年度から旧まちづくり交付金が社会資本

整備総合交付金に統合され、地域の特性を活かした個性あふれるまちづくりに対して交付金が交

付されることとなりました。今回審議してきた「松ヶ岡プロジェクト」は国のこの交付金事

業にまさに適合するものだと確信いたします。市当局にはこの交付金を受給できるよう国に

働きかけることを求めたいと思います。 

他方、国の補助の対象とならない資金については、民間からの寄附をお願いせざるを得ま

せん。その場合寄附のお願いの先としては、市民の皆さんのほか、市の出身者の方（「ふる

さと納税」の活用などをお願いする。）、さらには、山崎覚次郎博士の功績を広く訴えること

により、東京などの金融関係の企業にも働きかけを行うことを考えなければならないと思い

ます。市民の方々にせよ、市出身者やその他の方々にせよ、寄附に応じていただくのは容易

ではないと思いますが、「松ヶ岡プロジェクト」に対する信念と熱意をもって取り組んでい

くことが求められると考えます。 

 

修復・復元が成った後の活用については、委員会でも他の類似施設の視察を行うなど、こ

れまでにいろいろと議論が行われてきました。今後、修復・復元の事業が進むに応じて、さ

らに一層具体的な検討が必要になるものと考えます。そしてその際には、①市民を中心にで

きるだけ多くの人々に活用してもらえるようにすること、②活用のされ方はこの文化財にふ

さわしいものであること、③その活用のしかたは財政的に健全であることの三点を指針とし

て検討が進められるべきであると考えます。 

 

最後に、「松ヶ岡プロジェクト」の意義が広く市民の皆さんに知れわたり、市民の皆さん

の支持のもとに、プロジェクトが立派に実現することを願って結語といたします。 

 

 

 

 

 

 

松ヶ岡保存活用検討委員会 

委員長 柳澤 伯夫 
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《資料の部》 

 

１．常葉大学 造形学部 土屋教授 講演資料 

 

２．東京藝術大学 小林先生 文化財調査中間報告資料 

 

３．扁額「以善堂」について 

 

４．視察研修資料 

 

５．柱聯について 

 

６．駐ひつ碑について 

 

 

 〈別冊〉 

『松ヶ岡プロジェクト』の背景と構想 

（関七郎先生 講演資料） 
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